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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，合成樹脂工業

協会（JTPIA），日本プラスチック工業連盟（JPIF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標

準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業

大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS K 6901:2008 は改正され，この規格に置き換えら

れた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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液状不飽和ポリエステル樹脂試験方法 

Test methods for liquid unsaturated polyester resins 

 
序文 

この規格は，1982 年に第 1 版として発行された ISO 584，2000 年に第 3 版として発行された ISO 2114，

2001 年に第 3 版として発行された ISO 2535，1997 年に第 2 版として発行された ISO 2554，1997 年に第 2

版として発行された ISO 3521 及び 2003 年に発行された Technical Corrigendum 1，1979 年に第 1 版として

発行された ISO 4615 並びに 1998 年に第 1 版として発行された ISO 14848 を基に，技術的内容を変更して

作成した日本産業規格である。 

この規格は，液状不飽和ポリエステル樹脂の特性について試験方法を規定しており，試験方法として対

応国際規格が存在するものについては，そのまま又は内容を一部修正の上，日本産業規格として採用して

いる。また，密度，色数，粘度，揺変度，常温硬化特性，及び揮発分又は不揮発分の試験方法は，対応国

際規格はないが日本産業規格として必要なものであり，この規格に含めて規定している。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，多塩基酸と多価アルコールとを反応させて得られる不飽和ポリエステルを，これと重合で

きる単量体に溶解した液状不飽和ポリエステル樹脂の試験方法について規定する。 

注記 1 液状不飽和ポリエステル樹脂には，便宜的にエポキシアクリレート樹脂，ウレタンアクリレ

ート樹脂なども含める。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 584:1982，Plastics－Unsaturated polyester resins－Determination of reactivity at 80 degrees C 

(conventional method)  

ISO 2114:2000，Plastics (polyester resins) and paints and varnishes (binders)－Determination of 

partial acid value and total acid value 

ISO 2535:2001，Plastics－Unsaturated-polyester resins－Measurement of gel time at ambient 

temperature 

ISO 2554:1997，Plastics－Unsaturated polyester resins－Determination of hydroxyl value 

ISO 3521:1997，Plastics－Unsaturated polyester and epoxy resins－Determination of overall volume 

shrinkage 及び Technical Corrigendum 1:2003 

ISO 4615:1979，Plastics－Unsaturated polyesters and epoxide resins－Determination of total 

chlorine content 

ISO 14848:1998，Plastics－Unsaturated polyester resins－Determination of reactivity at 130 degrees 


